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B 
しっかり
生徒1:お見合いをしてボールを落としてしまう。
生徒2:なるべく避けないようにしたい。
生徒3:しっかり声をかけながらプレーする。
このグラフは生徒の自己評価の中で， r思考・
判断」に関わる項目の結果を表したものである。
「チームや自己の課題解決のために練習でき
ていたかJという項目では， 80%の生徒が r4Jま
たは r5Jの評価をし，学習意欲の向上が見られた
(図 1)0 Iチームや自分の課題をゲームの中から
見つけることができたか」という項目では， r山
または 15Jの評価をした生徒が，毎時間多くいる
ことが分かった(図2)。このことにより，学習カ
ードの活用がゲームの質の向上，生徒同士の協働
的な学びを引き出すと考えられる。
(2)パスケットボー ノレ
|生徒A:リパワン附全然できていない。 I
この記述のあった次の授業で，生徒Aのチーム
の目標は「リバウンドからの速攻」とした。
生徒A:前回よりリバウンドがとれていた。チームのリバ
ウンドの意識が高くなったと思う。 シュー トも積極的に狙
うことができた。
このチームはボールを味方と譲り合い失点す
る状況があり，声を掛け合いながらやろうと意識
の共有ができるようになった。そして，先保しな
いように声を出し活気溢れるゲームとなった。
]1生徒4:献す械いろん楊所畑、机
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すると上記のように前向きな記述に変化した。前
回の課題から，チーム内で意識の共有が行われ，
積極的な活動へ変化した様子が見られた。また，
|チー ムA:個人プレーが多かったのでパスを回して攻める。|
といった目標を立て，ゲームに臨んだ結果，
|生徒B:パスがよく回つ丸
生徒5:サ」プを狙ったところに狙えるようになった。
ボーノレがつなげるようになると「得点をとる」
という次の目標が生まれた。単に強くボールをヒ
ットするだけなく，場所を狙って攻撃しようとし
ていた。これは，学習指導要領にもある「空いた
場所をめぐる攻防を展開する。」という技能の目標
に生徒自身で到達したと考えられる。
さらにこの班は，目標を厄本固まで確実につ
ないで返球する。Jrトスを意識オる。Jf3段攻撃
を意識する。」という段階を踏んだ目標を掲げてい
ることが分かった。
|生徒6:チーム舗が「つなむことを意識してできた | 
生徒が積極的に話し合いに参画したことから
最後までチームの中で意識の共有ができていた。
生徒 7:サーブレシーブができていないので，つなぐこと
ができなし、
個人の反省から，チームの課題が生まれ，レシ
ープ練習に専念する様子が見られた。そして，
生徒 8:声を掛け合うことでポールがつながりやすくなっ
た。
と，成功する時の条件を発見し， fサーブの練習を
してミスをなくしたい。」と新たな課題を発見でき
るようになった。しかし，次の授業時に，
生徒9:声掛けができなかった。
生徒10:スパイクが打てるようになった。
チーム内での意識のズレキ技術の差が見られた。
この班は，このような制兄を解決しようと，チー
ムの目標を「みんなでボールをつなぐ。」と，はじ
めに掲げたものに戻して，全員で協力し活動しよ
うとした。その結呆
生徒11:ミスがなくなった。
生徒12:みんなで攻撃できていた。
と，チームとしての成功が見られた。このように，
失敗したときに，成功していた時のチームの肉兄
にフィードパックできるきっかけとして学習カー
ドの存在が重要となったと考えられる。さらに，
生徒13・レ、ンープを人のいるところに涯せるようになりた
い。サーブを，クロスとストレートで打ち分けられるよう
になりた1t¥
と，個人的な技術向上を目指す記述も見られた。
本研究では， 2種目とも生徒が個人やチームの
課題に気づき，目標を立てて課題解決の練習に取
り組む姿が見られた。
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5 到達点と課題
本研究では学習カードを活用した授業での学び
の深まりを検討した。
教職専門実習Eでは，学習カードで，生徒の学
習意欲が高まり，生徒が「こうしたらよくなるの
ではないか」と思考する姿が見られた。来年度の
教職専門実習Eでは， 1口機器を取り入れた研究
を進め，生徒の学びの深まりを比較検討する。
課題は，生徒の学びの変容を見たいという思い
で活用した学習カードが，自己評価を数値化する
だけの「自己評価シート」になったことである。
教職専門実習Eでは，自己評価を数値化するだけ
ではなく，生徒に記述させ， f千情哉、ンー ト」を生徒
に与えて， 1Cf機器で自分の運動の様子を見て，
チームでの話し合し、から具体的に作戦を立てさせ
たい。また，運動時間の確保も重要である。
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